
～
そ
の
魅
力
と
尼
崎
の
ま
ち
づ
く
り
～

　
「
こ
の
世
の
名
残
、
夜
も
名
残
。
死
に
に
行
く
身
を
た
と
ふ
れ
ば
あ
だ

し
が
原
の
道
の
霜
。
一
足
づ
つ
に
消
え
て
ゆ
く
、
夢
の
夢
こ
そ
哀
れ
な
れ
」

―
。
江
戸
後
期
の
浄
瑠
璃
作
家
、
近
松
門
左
衛
門
（
１
６
５
３
～

１
７
２
４
）
の
不
朽
の
名
作
「
曽
根
崎
心
中
」
の
道
行
き
の
場
面
だ
。
徳

兵
衛
と
お
初
。
２
人
の
哀
し
い
愛
の
物
語
は
、
時
代
を
超
え
て
人
々
の
心

を
打
つ
。

　
「
冥め
い
ど途

の
飛
脚
」「
国こ

く
せ
ん
や

性
爺
合
戦
」「
心
中
天
の
網
島
」「
女

お
ん
な
こ
ろ
し
あ
ぶ
ら
の
じ
ご
く

殺
油
地
獄
」…
、

発
表
か
ら
３
０
０
年
た
っ
て
も
近
松
作
品
は
文
楽
や
歌
舞
伎
な
ど
で
い
く

ど
も
上
演
さ
れ
る
「
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
」
だ
。

　

こ
の
近
松
の
墓
所
が
あ
る
の
が
兵
庫
県
尼
崎
市
だ
。
隣
接
し
て
記
念
館

も
あ
る
。
同
市
は
「
近
松
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
折
し
も
今
年
は
市
制
施
行
１
０
０

周
年
。
東
京
と
尼
崎
を
歩
い
て
現
代
に
生
き
る
近
松
、
そ
し
て
上
方
芸
能

の
魅
力
を
探
っ
て
み
よ
う
。

（
神
戸
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長
兼
論
説
委
員
・
加
藤
正
文
）

現
代
に
生
き
る

　
　
　

近
松
門
左
衛
門

名作「曽根崎心中」の徳兵衛とお初。美しく、切ない場面の連続だ（国立劇場提供）
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曽
根
崎
心
中

　

今
年
５
月
、
東
京
・
三
宅
坂
の
国
立
劇
場
で
文
楽
の

「
曽
根
崎
心
中
」
が
上
演
さ
れ
た
。
初
演
は
１
７
０
３

（
元
禄
16
）
年
５
月
、
大
坂
竹
本
座
。
そ
の
前
月
に
実

際
に
起
き
た
心
中
事
件
を
基
に
し
て
近
松
門
左
衛
門
が

す
か
さ
ず
書
い
た
浄
瑠
璃
だ
。
こ
の
興
行
は
大
評
判
に

な
り
、「
時
代
物
」
と
し
て
歴
史
上
の
出
来
事
を
扱
う

作
品
が
多
か
っ
た
人
形
浄
瑠
璃
の
世
界
に
、
市
井
の

人
々
の
ド
ラ
マ
を
描
く
「
世
話
物
」
が
誕
生
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
作
品
の
影
響
で
心
中
が
流
行
し
、
幕

府
の
取
り
締
ま
り
の
強
化
も
あ
っ
て
上
演
が
途
絶
え
て

し
ま
う
。
再
び
日
の
目
を
見
た
の
は
２
５
０
年
以
上

た
っ
た
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
と
い
う
か
ら
驚
い
て

し
ま
う
。

　

醤し
ょ
う
ゆ油

屋
の
手
代
、
徳
兵
衛
。
天
満
屋
の
遊
女
、
お

初
。
思
い
合
っ
た
若
者
同
士
の
初
々
し
い
所
作
に
目
を

奪
わ
れ
る
。
物
語
が
進
む
に
つ
れ
て
、
舞
台
上
の
人
形

が
人
形
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
死
出
の
旅
へ

と
向
か
う
男
女
の
動
き
。
文
楽
に
詳
し
い
作
家
の
赤
川

次
郎
は
「
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
『
ボ
エ
ー
ム
』
や
『
蝶
々
夫

人
』
の
悲
痛
な
ラ
ス
ト
に
通
ず
る
切
な
さ
を
持
っ
て
い

る
」
と
解
説
す
る
。

　

歌
舞
伎
は
生
身
の
人
間
が
演
ず
る
分
、
役
者
の
個
性

が
前
に
出
る
（
そ
れ
が
魅
力
で
も
あ
る
）。
例
え
ば
、

高
齢
で
恰
幅
の
よ
い
女
形
が
傾
城
や
娘
を
演
ず
る
と
、

見
る
方
は
そ
の
世
界
に
入
り
込
み
に
く
い
部
分
が
あ

る
。
一
方
、
人
形
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
文
楽
は
、
娘

役
は
娘
の
人
形
、
老
人
は
老
人
の
人
形
を
使
う
の
で

「
役
と
演
者
の
年
齢
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
想
像
力
で
埋
め
る

と
い
う
作
業
が
必
要
な
い
」（
赤
川
）。
名
人
が
操
る
人

形
は
想
像
力
の
翼
に
乗
っ
て
美
女
は
最
高
の
美
女
に
飛

翔
す
る
。

　

文
楽
の
世
界
を
快
作
『
仏
果
を
得
ず
』
で
描
い
た
作

家
三
浦
し
を
ん
の
表
現
が
卓
抜
だ
。「
生
身
の
肉
体
を

持
た
ぬ
『
人
形
』
と
い
う
ワ
ン
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
通
す

と
、
人
間
の
演
技
で
は
表
現
で
き
な
い
な
に
か
が
、
純

粋
に
形
に
な
る
瞬
間
が
あ
る
」

「
き
わ
め
て
高
い
水
準
」

　

国
立
劇
場
は
歌
舞
伎
や
文
楽
、
舞
踊
、
邦
楽
、
雅
楽

と
い
っ
た
伝
統
芸
能
の
殿
堂
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
公
演
が

行
わ
れ
る
中
で
と
り
わ
け
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
の
が
こ

の
文
楽
公
演
だ
。
会
場
に
は
常
連
の
ほ
か
若
者
や
外
国

人
の
姿
も
あ
る
。

　

文
楽
公
演
の
入
場
率
は
こ
の
10
年
ほ
ど
は
90
％
近
く

と
「
き
わ
め
て
高
い
水
準
」（
同
劇
場
）
を
維
持
し
て

い
る
。
歌
舞
伎
公
演
（
60
％
前
後
）
を
は
る
か
に
上
回

る
の
だ
。
50
％
近
く
に
ま
で
落
ち
た
１
９
８
０
年
代
が

う
そ
の
よ
う
な
人
気
だ
。

～
そ
の
魅
力
と
尼
崎
の
ま
ち
づ
く
り
～

　
「
こ
の
世
の
名
残
、
夜
も
名
残
。
死
に
に
行
く
身
を
た
と
ふ
れ
ば
あ
だ

し
が
原
の
道
の
霜
。
一
足
づ
つ
に
消
え
て
ゆ
く
、
夢
の
夢
こ
そ
哀
れ
な
れ
」

―
。
江
戸
後
期
の
浄
瑠
璃
作
家
、
近
松
門
左
衛
門
（
１
６
５
３
～

１
７
２
４
）
の
不
朽
の
名
作
「
曽
根
崎
心
中
」
の
道
行
き
の
場
面
だ
。
徳

兵
衛
と
お
初
。
２
人
の
哀
し
い
愛
の
物
語
は
、
時
代
を
超
え
て
人
々
の
心

を
打
つ
。

　
「
冥め
い
ど途
の
飛
脚
」「
国こ

く
せ
ん
や
性
爺
合
戦
」「
心
中
天
の
網
島
」「
女

お
ん
な
こ
ろ
し
あ
ぶ
ら
の
じ
ご
く

殺
油
地
獄
」…
、

発
表
か
ら
３
０
０
年
た
っ
て
も
近
松
作
品
は
文
楽
や
歌
舞
伎
な
ど
で
い
く

ど
も
上
演
さ
れ
る
「
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
」
だ
。

　

こ
の
近
松
の
墓
所
が
あ
る
の
が
兵
庫
県
尼
崎
市
だ
。
隣
接
し
て
記
念
館

も
あ
る
。
同
市
は
「
近
松
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
折
し
も
今
年
は
市
制
施
行
１
０
０

周
年
。
東
京
と
尼
崎
を
歩
い
て
現
代
に
生
き
る
近
松
、
そ
し
て
上
方
芸
能

の
魅
力
を
探
っ
て
み
よ
う
。

（
神
戸
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長
兼
論
説
委
員
・
加
藤
正
文
）

JR尼崎駅北側に立つ近松門左衛門「冥途の飛脚」の
ヒロイン梅川の像

　

ブ
ー
ム
の
背
景
に
は
、
ベ
テ
ラ
ン
勢
の
相
次
ぐ
引
退

で
「
今
、
見
て
お
か
な
い
と
」
い
う
フ
ァ
ン
が
押
し
寄

せ
た
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
２
０
１
４
年
５
月
に

は
文
楽
界
で
初
め
て
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
竹
本
住
太

夫
、
そ
し
て
同
年
７
月
に
は
竹
本
源
太
夫
が
82
歳
で
引

退
（
15
年
死
去
）。
16
年
２
月
に
は
人
間
国
宝
の
豊
竹

嶋
太
夫
（
84
）
が
退
き
、
３
月
に
は
人
形
遣
い
の
人
間

国
宝
、
吉
田
文
雀
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
も
87
歳
で
引
退

を
発
表
し
た
＝
16
年
８
月
に
死
去
。
い
ず
れ
も
戦
後
の

文
楽
を
支
え
続
け
た
名
人
た
ち
だ
。

　

さ
ら
に
文
楽
の
本
拠
地
、
大
阪
で
当
時
の
大
阪
市
長

橋
下
徹
が
文
楽
へ
の
補
助
金
削
減
を
打
ち
出
し
た
こ
と

が
波
紋
を
広
げ
、
皮
肉
な
こ
と
に
芸
能
と
し
て
の
文
楽

の
魅
力
が
脚
光
を
浴
び
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

国
立
劇
場
は
今
年
11
月
で
開
場
50
周
年
を
迎
え
る
。

歌
舞
伎
は
松
竹
と
い
う
民
間
資
本
が
主
体
だ
が
、
文
楽

は
国
立
劇
場
と
大
阪
の
国
立
文
楽
劇
場
の
二
つ
の
拠
点

が
中
心
だ
。
文
楽
は
国
立
が
支
え
て
い
る
と
い
う
意
識

は
強
い
。
50
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
で
来
年
２
月
に

は
近
松
の
名
作
選
を
上
演
す
る
予
定
だ
。

文
楽
と
兵
庫
県

　

国
の
重
要
無
形
文
化
財
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関

（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
文
楽
。
そ
の

ル
ー
ツ
は
兵
庫
県
に
関
わ
り
が
深
い
。

　

１
６
０
０
年
前
後
、
西
宮
や
淡
路
を
本
拠
地
に
人
形

で
え
び
す
神
の
功
徳
を
説
い
た
傀く
ぐ
つ儡
師
が
、
京
都
の
浄

瑠
璃
太
夫
と
結
び
付
き
、
人
形
浄
瑠
璃
の
原
形
に
な
っ

た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
淡
路
出
身
の
植
村
文
楽
軒
が
大

阪
に
興
し
た
小
屋
は
明
治
期
、「
文
楽
座
」
と
呼
ば
れ

て
人
気
を
集
め
、
そ
の
名
が
人
形
浄
瑠
璃
の
代
名
詞
と

な
っ
た
。
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そ
し
て
希
代
の
劇
作
家
、
近
松
門
左
衛
門
の
登
場

だ
。
近
松
ゆ
か
り
の
尼
崎
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、
近
松
は
１
７
０
６
年
の
春
、
住
み
慣
れ
た
京
都
か

ら
大
阪
に
移
り
住
み
、
大
阪
の
船
問
屋
・
尼
崎
屋
吉
右

衛
門
宅
に
た
び
た
び
逗
留
し
て
い
た
。
そ
の
船
問
屋

が
、
尼
崎
市
の
久
々
知
に
あ
る
広
済
寺
を
１
７
１
４
年

に
再
興
し
た
住
職
・
日
昌
上
人
の
実
家
と
言
わ
れ
る
。

日
昌
上
人
と
近
松
は
親
し
く
交
際
し
て
い
た
こ
と
か
ら

広
済
寺
の
再
興
に
は
建
立
本
願
人
と
な
っ
て
大
き
く
貢

献
す
る
。 

　

１
７
１
６
年
９
月
に
母
親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
も
、

広
済
寺
で
法
要
を
行
い
、
供
養
の
た
め
に
色
紙
な
ど
を

納
め
て
い
る
。
こ
の
寺
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
様

子
が
伺
え
る
。
近
松
と
尼
崎
と
の
か
か
わ
り
は
晩
年
の

十
数
年
間
。
１
７
２
４
年
11
月
22
日
、
72
歳
で
生
涯
を

終
え
、
広
済
寺
の
墓
（
国
指
定
史
跡
）
で
眠
っ
て
い
る
。

女
殺
油
地
獄

　

２
０
１
６
年
４
月
の
明
治
座
の
花
形
歌
舞
伎
の
目
玉

は
「
女
殺
油
地
獄
」
だ
っ
た
。
１
７
２
１
（
享
保
６
）

年
７
月
、
大
坂
竹
本
座
で
初
演
さ
れ
た
。「
曽
根
崎
～
」

と
同
様
、
実
際
に
起
き
た
事
件
を
基
に
近
松
が
書
き
、

２
カ
月
後
の
完
成
。
文
楽
に
続
い
て
歌
舞
伎
で
も
上
演

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代
に
は
人
形
浄
瑠
璃
で

大
当
た
り
し
た
作
品
を
歌
舞
伎
が
す
ぐ
に
取
り
入
れ
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

　

放
埒
な
若
者
が
何
の
落
ち
度
も
な
い
人
妻
を
殺
害
す

る
と
い
う
、
当
時
の
通
念
と
は
か
け
離
れ
た
内
容
だ
っ

た
の
で
そ
の
後
、
上
演
の
機
会
を
失
っ
て
い
た
。
明
治

に
な
り
、
坪
内
逍
遙
が
「
近
松
研
究
会
」
で
感
情
の
ま

ま
に
行
動
す
る
主
人
公
の
与
兵
衛
に
つ
い
て
論
じ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
１
９
０
７（
明
治
40
）年
に
女
芝
居
、

本堂東側に位置する近松門左衛門の墓＝尼崎市久々
知１、広済寺

近松門左衛門をしのぶ「近松祭」に合わせ、浄瑠璃
人形を操って墓参りする吉田文雀さん（故人）＝
2008年10月、尼崎市久々知１、広済寺

１
９
０
９
（
同
42
）
年
に
歌
舞
伎
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。

以
来
、
映
画
、
新
劇
、
現
代
劇
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

不
良
青
年
で
あ
る
与
兵
衛
の
人
物
描
写
、
残
酷
さ
の

中
に
美
し
さ
が
ひ
そ
む「
殺
し
」の
場
面
が
注
目
さ
れ
、

そ
の
テ
ー
マ
や
芸
術
性
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
流
れ

る
油
に
足
を
取
ら
れ
つ
つ
暗
闇
の
中
で
行
わ
れ
る
「
お

吉
殺
し
」
は
あ
ま
り
に
生
々
し
く
、
す
さ
ま
じ
い
迫
力

だ
。

　

こ
の
日
の
舞
台
は
河
内
屋
与
兵
衛
を
尾
上
菊
之
助
、

女
房
お
吉
を
中
村
七
之
助
と
い
う
清
新
な
配
役
。
七
之

助
は
前
月
に
も
、
近
松
の
「
心
中
天
の
網
島
」
を
基
に

し
た
「
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

（
エ
タ
ー
ナ
ル
・
チ
カ
マ
ツ
）」
に
も
主
演
し
て
い
る
。

虚
実
皮
膜

　
「
近
松
に
は
独
特
の
懐
の
深
さ
が
あ
る
。
栄
枯
盛
衰

を
へ
て
今
に
至
る
の
も
、
作
り
手
が
新
し
い
要
素
を
加

え
て
き
た
か
ら
」。
国
立
劇
場
で
長
く
制
作
を
担
当
し

た
理
事
大
和
田
文
雄
は
話
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
３
０
０
年
前
の
近
松
作
品
の
息
の
長

さ
に
は
驚
い
て
し
ま
う
。
映
画
、
オ
ペ
ラ
、
舞
台
と
絶

え
ず
新
し
い
企
画
が
生
ま
れ
る
。

　

こ
の
５
月
に
は
兵
庫
出
身
の
脚
本
家
藤
本
有
紀
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
木
曜
時
代
劇
「
ち
か
え
も
ん
」
で
向
田
邦
子
賞
を

受
け
た
。
名
作
「
曽
根
崎
心
中
」
の
誕
生
前
夜
、
ス
ラ

ン
プ
に
悩
む
近
松
門
左
衛
門
を
取
り
巻
く
人
間
模
様
を

コ
ミ
カ
ル
描
い
た
時
代
劇
だ
。

　

帝
国
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た
授
賞
式
会
場
に
は
脚
本
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。
巻
頭
に
近
松
の
言
葉
が
書
か
れ
て
い

た
。《
虚
（
う
そ
）
に
し
て
虚
に
あ
ら
ず
、
実
に
し
て
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実
に
あ
ら
ず
、
こ
の
間
に
慰
な
ぐ
さ
みが
有あ
っ

た
も
の
也
》

　

虚
が
実
を
強
め
、
実
も
ま
た
虚
を
強
め
る
。
有
名
な

「
虚
実
皮
膜
」
論
だ
。
虚
実
を
行
き
来
す
る
中
に
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
る
と
い
う
の
だ
。

近
松
の
町

　

尼
崎
市—
。
臨
海
部
に
重
厚
長
大
産
業
の
工
場
が
立

ち
並
び
、「
工
都
」
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
き
た
。
独

自
技
術
を
も
つ
中
堅
中
小
の
も
の
づ
く
り
企
業
が
多
い

が
、
一
方
で
数
々
の
負
の
問
題
が
古
く
か
ら
市
民
を
苦

し
め
て
き
た
。

　

工
場
や
道
路
か
ら
発
生
し
た
深
刻
な
公
害
問
題
、
Ｊ

Ｒ
脱
線
事
故
、
連
続
変
死
事
件
、
ア
ス
ベ
ス
ト
公
害
な

ど
が
相
次
ぎ
、
芦
屋
や
西
宮
、
伊
丹
な
ど
が
そ
ろ
う
阪

神
間
に
あ
っ
て
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
よ
い
と
は
決
し
て
言

え
な
い
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
近
松
は
尼
崎
市
が
強
く
打
ち
出
し

た
い
と
願
っ
て
き
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
だ
。
前
述
の
近
松

の
墓
所
が
同
市
北
部
に
あ
り
、
隣
接
し
て
記
念
館
が
あ

る
。
１
９
８
６
年
の
市
制
70
周
年
の
際
、
シ
ン
ボ
ル
と

位
置
づ
け
、「『
近
松
』
を
核
と
し
た
文
化
・
教
育
・
産

業
・
環
境
整
備
の
ト
ー
タ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
き
た
。

　

毎
秋
、
文
楽
人
形
に
よ
る
墓
前
祭
や
地
元
小
学
校
の

浄
瑠
璃
が
行
わ
れ
て
き
た
。
優
れ
た
劇
作
家
を
育
成
す

る
「
近
松
賞
」
の
制
度
も
あ
る
。
し
か
し
市
民
が
近
松

作
品
そ
の
も
の
を
十
分
知
ら
な
い
に
し
て
も
、
多
彩
な

文
化
が
街
に
息
づ
き
、
だ
れ
も
が
認
め
る「
文
化
都
市
・

尼
崎
」
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
考
え
込
ん
で
し
ま

う
。
文
化
は
市
民
が
自
発
的
に
創
造
す
る
も
の
だ
が
、

自
治
体
は
そ
れ
を
支
持
し
、
受
け
入
れ
る
（
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
の
）
器
を
つ
く
る
の
が
役
割
だ
ろ
う
。

　

２
０
１
６
年
は
市
制
１
０
０
周
年
。
記
念
事
業
の

テ
ー
マ
は
「
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
“
あ
ま
が
す
き
”」
だ

と
い
う
。「
伝
統
と
革
新
」
を
体
現
し
て
き
た
近
松
の

精
神
を
受
け
継
ぎ
、
都
市
の
文
化
を
足
元
か
ら
盛
り
上

げ
た
い
。（
文
中
敬
称
略
）

※
参
考
・
引
用
文
献

　

�

赤
川
次
郎
『
赤
川
次
郎
の
文
楽
入
門
～
人
形
は
口
ほ
ど

に
も
の
を
言
い
』�

（
小
学
館
文
庫
、
２
０
０
７
年
）

　

�

三
浦
し
を
ん
『
あ
や
つ
ら
れ
文
楽
鑑
賞
』

�

（
双
葉
文
庫
、
２
０
１
１
年
）

　

国
立
劇
場
、
明
治
座
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

神
戸
新
聞
記
事
、
文
化
庁
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
記
事

財団法人近松記念館
近松が広済寺にあった「近松部屋」で
執筆活動をした時に使っていたと言わ
れる文机や過去帳、近松が広済寺復興
の際に寄進した巻物など約100点を
展示。生涯を紹介したコーナーもあ
る。兵庫県尼崎市久々知1の4の38。
電話06・6491・7555。午前10時
～午後4時。水曜日、第2日曜日休
み。お盆、年末年始も休み。

年　代 できごと
1653（承応２）年 近松、福井で出生
1655（明暦元）年 父とともに現在の鯖江市へ移住
1667（寛文７）年 父が浪人し、京都へ移り住む
1683（天和３）年 「世継曽我」上演（劇作家として世に認められた最初の作品）
1703（元禄16）年 「曽根崎心中」上演（最初の世話物）
1706（宝永３）年 京都から大阪へ移り住む
1707（宝永４）年 「五十年忌歌念仏」上演（作品の中に「尼崎」が描かれている）
1711（正徳元）年 「冥途の飛脚」上演
1714（正徳４）年 日昌上人が尼崎の広済寺を再興。近松は建立本願人として貢献する。
1715（正徳５）年 「国性爺合戦」上演
1716（享保元）年 近松の母没。広済寺で法要
1718（享保３）年 「日本振袖始」上演
1720（享保５）年 「心中天網島」上演
1721（享保６）年 「女殺油地獄」上演
1724（享保９）年 1月「関八州繋馬」上演（絶筆）。11月22日、近松没（72歳）

◇近松門左衛門年譜
メモ

現代に生きる近松門左衛門
～その魅力と尼崎のまちづくり～

近松門左衛門が使ったとされる机などが並ぶ＝尼崎市久々知１、近松記念館

（尼崎市ホームページから作成）
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